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就労継続支援A型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 株式会社 Kサポート

住 所 長野県松本市内田1540-2

電話番号 0263-5フー9580

事業所番号 2010201099

管理者名 勝野 孝志

対象年度 令和三年度

地域連携活動の概要

<活動 内容 >

活動場所  ホテルアンビエン ト安曇野

実施日程  通年 仕事の依頼がある都度

実施した生産活動・施設外就労の概要

利用者数 等

施設外就労働H時の清掃作業で観光施設 (ホテル)の客奎清掃

利用者数  3～ 4名

<活動の様子>

活動の様子の写真

成果物の写真

活動内容の追加コメント

きれいにクリーニングして1

<目的>

地域連携活動のねらい

利用者が地域で暮らし、就労して自立した生活を実現 していく

地域にとってのメリット  翻髄設の集客アップ

対 象 者 に と っ て の メ リ ッ ト    世 輌 の活躍の場を増やす

<成果>

実 施 し た 結 果    観光施設の集客アップによる助 栃 性化

得られた成果

利用者が地域で暮らし就労して自立した生活を実現していく

百果匙暑F氣     いかに効率良く業務を進めることができるかの工夫

央適な客室を提供しております。

連携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価  丁寧で迅速に作業されている。今後も作業をお願いしたい。

今後の連携強化に向けた課題   業務の合理化

連携先企業名 株式会社HB 担当者名 池 田



事業所名 株式会社 Kサポー ト

住  所 長野県松本市内田154∈2

電話番号 0263--57--6580

薇■構式
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注1 「1日 の平均労働時間」は、①平成30年度、②令和元年度、
注2 「生産活動収支の状況」の前年度及び前々年度の実績は、①

の期間の実績を算出すること。

令 和 4 13日

就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (全体)

合計

135
/200点

③令和2年度のいずれかの実績で算出すること。
「令和2年度及び令和元年度」又は②「令和元年度及び平成30年度」のいずれか

事業所番号 2010201099

管理者名 勝野 孝志

対象年度 令和4年度

(1)労働時間

1日 の平均労働時間が 7時間以上

1日 の平均労働時間が 6時間以上 7時間未満

1日 の平均労働時間が 5時間以上 6時間未満

日の平均労働時間が4時間30分以上 5時間未満

日の平均労働時間が4時間以上4時間30分未満

日の平均労働時間が 3時間以上 4時間未満

日の平均労働時間が 2時間以上 3時間未満

日の平均労働時間が2時間未満

(Ⅳ) 支援力向上 (※ )

◎ l①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

点

参加 した職員が 1人以上半数未満であつた 0

参加 した職員が半数以上であった

l②研修、学会等又は学会議竿において発表

1回の場合

2回以上の場合

l③視察・実習の実施又は受け入れ

いずれか一方のみの取組を行つている

いずれの取組も行つている

Ю 臣路 拡 大 の 商議 会 等 へ の参 加

1回 の場合

2回以上の場合

l⑤職員の人事評価制度

人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
制度を設け、全ての職員に周知している

l⑥ ビアサボーターの配置

ピアサポーターを職員として配置している

Ю 第 二 者 評価

過去3年以内の福祉サービス第二者評価を
受審しており、結果を公表している。

l③
国際標準化規格が定めた規格等の認証隼

都道府県知事が適当と認める国際様準化規格が定めた
規格その他これに準ずるものの認証を受けている

小計 (注 2) 1

(■ )生産活動        1選 択年度 |

Э前年度及び前々年度の各年度における生産活動収支が
それぞれ当該各年度に利用者に支払う賃金の総額以上 O

40

点

Э前年度及び前々年度における生産活動収支のうち前年
菫における生産活動収支のみが利用者に支払う賃金の総
頭以上

⊃前年度及び前々年度における生産活動収支のうち前々
午度における生産活動収支のみが利用者に支払う賃金の
総額以上

の前年度及び前々年度の各年度における生産活動収支が
ハずれも当該各年度に利用者に支払う賃金の総額以上で
まない

点

(I)多様な働き方 (※ )

l①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

点

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績があ

◎ l②利用者を職員として豊用する制度

就業規則等で定めている O

就業規則等で定めており、前年度の実績があ

IQネ車動藩に

“

ス瞬働条件乃71熙 嘉揮色

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績があ

|の フレックスタイム部に係る労働条件

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績があ

l⑤短時間勤務に係る労働条件

就業規則等で定めている

就葉規則等で定めており、前年度の実績があ

l⑥時差出勤制度に係る労働条件

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績があ

◎ 10有給休暇の時FEq儀位取得又は計画的付与制度

就業規則等で定めている 0

就業規則等で定めており、前年度の実績があ O

l⑥傷病休暇等の取得に関する事項

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績があ

小計 (注 1) 4

1 :1

(V)地域連携活動

地域の事業者と連携 した付加価値の高い商品開発、企業や官
公庁等での生産活動等地域社会と連携 した活動を行い、その
結果をインターネッ ト等により公表 している

0 10

点

1

項 目 点数

労働時間 5点  20点  30点  40点  45点  55点 70点  80点 55

40生産活動 5点 20点 25点 40点

多様な働き方 0点 15点 25点     35点

支援力向上 0点 15点 25点 35点

地域連携活動 0点 10点



薇醸様式別添2

就労継続支援A型事業所におけるスコア表 (実績 I～Ⅳ)

喬駕暮類
縮していたl t田5

人

型聟童21里21     5
平均労働時間数

時間

会計期間 ( 7月 ～ 6月 )

富に支払つた賃1    10,091.529
円

　

　

　

円

収 支
円

　

　

　

円富
こ支払つた賃

1 841a∞ 3 収 支

前年度 (令和3年度)における実績 (全体騒「

②利用者を議員として豊用する制度①免許・資格取得、検定の受検働彙に関する制度

⑥時差出勤鋼度に係る労働条件
◎時差出勤制度を活用した人数   ● 名

涎実施した期間 :●月●日～●月●日

就業時間 (早出の培合):●時●分～●時●タ

就栗時間 (選出の場合):●時●分～●時●タ
職務内容 :  OOO

⑦有綸休暇の時間単位取得又は計画的付与鋼度

(※ )当該制度等を活用 した任意の 1名の実績を記載

フレックスタ

前年度 (●年度)における実績 (全体衰 r

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

(※ )実績のうち1事例を配載

・ 実習の実施又は受け入れ

ビアサボー

◎ビアサポーターを配置 している      □

◎当議ピアサポーターは「障害者ヒ・アサホ・―卜研修 J

を受話 している           □

κ配置期間 ●月●日～●月●日

就業時間

職務内容  OOO

⑦第二者辟価 ③国際標準化規格が定めた規格等の認証等

葬 IB加 す各 項 目に つ い て
=館

わかる情報を追加すること。

必要に応じて行を増やす等、


